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論 文 事 査 結 果 の 要 冒
本研究は､pureground･glassopacity(pureGGO)を呈する病変に対す
るCT透視下肺生検の診断率を求め､その有用性を明らかにすることを目
的としている｡申請者らは､83例のpureGGO病変に対してCT透視下
肺生検を行い､肺生検の感度､特異度､陽性適中率､陰性適中率､正診率
がそれぞれ95%,100%,100%,63%,95%であったと報告した｡本研究は他
の論文と比較しても､より多くの病変を対象とし､診断率も良好である｡
CT透視下肺生検がpureGGO病変に対しても高い診断率を持って施行可
能であることを明らかにしたものであり､価値ある業績であると認めるO
よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
